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有機無機ハイブリッド型ペロブスカイト材料は、高効率な太陽電池の光吸収

材料として注目されている。蒸着法などでペロブスカイト材料を製膜する際に、
電極界面での接合性が重要となる。そこで、界面での接合性を向上させ、ペ
ロブスカイト膜の安定性を向上させることを目指して、下地材としてカゴ型シ
ロキサン材料を利用することに着目した。本研究では、カゴ型シロキサンを層
間に持つ層状ペロブスカイトを作製して、カゴ型シロキサンが下地材となる可
能性について検証した。
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カゴ状シロキサン（POSS）として、端末にアミノプロピル基を有するPOSSを合成した。臭化鉛（PbBr2）、ヨウ化鉛（PbI2）をそれぞれ酸に溶か
し、さらにPOSSを加えて混合した。混合溶液に貧溶媒を加えて、粗結晶を得た。粗結晶の元素分析の結果から、(PbBr4)4POSSと
(PbI4)4POSSとなることが分かった。得られた(PbBr4)4POSSと(PbI4)4POSSの構造・物性を調べた。
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臭化鉛、ヨウ化鉛の層間にカゴ状シロキサン（POSS）を持つ層状ペロ

ブスカイト型化合物を作製した。作製した層状ペロブスカイト型化合物
は層状化合物の特性を維持しており、POSSが層間材料として機能して

いることが分かった。このことは、カゴ状シロキサンの端末の間隔が、
ペロブスカイトのAサイトの間隔と一致することを示唆している。これよ
り、POSSが下地材となる可能性を示した。


	スライド番号 1

